
•過去20年の産業別GDPと就業者数構成の変化 
 製造業：  GDP割合は約4%減少 就業者割合は約6％減少 （一人当たり付加価値増） 
 サービス業：GDP割合は約4％増加 就業者割合は約8％増加  （一人当たり付加価値減） 
•日本の名目GDPは2010年に中国に抜かれて3位に後退、GDPは微増 
•日本のGDPの国別割合は、1994年→2012年で約10％減少（17.8％→8.2％） 

日本のGDPの推移（主要国の名目GDP、国別シェア） 
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名目GDPに占める産業別割合 
（出典：国民経済計算より内閣府作成） 

就業者数の産業別割合 
（出典：国民経済計算より内閣府作成） 

主要国の名目GDPの国別割合 
（出典：国民経済計算より内閣府作成） 
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主要国の名目GDPの推移 
（出典：文部科学省 総合政策特別委員会（第１回）資料） 
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日本の貿易収支の構造の変遷 

出典：経済産業省 産業構造審議会総会 第14回総会資料 6 
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製品・サービスの市場における普及スピードの加速 

出典：経済産業省 産業構造審議会総会 第14回総会資料 7 
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